
理科３年 

             「いろいろなじしゃく」利用案 

 

                       多摩市立西落合小学校 坂野 真貴子 

【学習のねらい】 
自由に動くようにした磁石のＮ極は北を向くこと、磁石には鉄を磁化するはたらきが

あること、また、磁石の働きを利用したものが身の回りにはたくさんあることについて

の見方や考え方をもつ。 
 

【番組の利用にあたって】 
  本番組では、「身の回りには磁石のはたらきを利用したものがたくさんあること」につ

いてとらえ、普段の生活の中では見ることのできないことを、様々な活用場面について

映像で見せていく。また、「自由に動くようにしたじしゃくはどうなるのか」という問題

に対して、船の羅針盤を使うとなぜ進む方向がわかるのか考えたり、地球は大きな磁石

になっていることを映像をもとに確かめたりすることができる。 
 
【指導の流れ】 

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート 

次 時 学習活動       教師の支援 
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実験５ 

○磁石を糸につるしたり、水に浮かべ

たりして調べる。 
・みんな同じ方向に向く。 
・Ｎ極が北を向いているよ。 
 
・方位磁針の針は磁石なんだね。 
 

 
 
 
 
◇身の回りにあるものの磁力の影響を受

けないようにする。 
 
 
■方位じしんとじしゃく 
 
◇社会科の学習を想起させて考えるよう

にする。 
 
 
 

じしゃくを自由に動けるようにするとどうなるか。 

Ｎ極は北、Ｓ極は南を向く。 
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○磁石は身の回りのどんなところに

使われているのか話し合う。 
・ふでばこ 
・ランドセル 
・ミニ黒板 
◆「いろいろなじしゃく」番組視聴 

（10 分） 
・身の回りのいろいろなところで磁石

が使われている。 
 
 
 
 
○磁石のはたらきを使って、おもちゃ

を作る。 
・間にものがあっても、磁石の力がは

たらくことを利用して、迷路を作ろ

う。 
・同じ極同士は反発するはたらきを使

って、メリーゴーランドができる。 
 
○おもちゃ大会を開いて、磁石のどん

なはたらきを使っておもちゃが作

られているか話し合う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇磁石の活用について考え、生活の様々

な場面で役立っていることについて話し

合うようにする。 
 
 
 
◇今まで調べてきた磁石のはたらきを使

って、どんなおもちゃを作るか考えるよ

うにする。 

 

じしゃくを使っておもちゃを作ろう。 


